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1．緒言 

 

1) 研究の背景 

かつての慣習的な湯治は、湯治場周辺の農家や漁師が農閑期や休漁期の骨休みを目的と

して、食料を持参のうえ 10 日以上滞在し、温泉によって心身の疲労を癒し、湯治客同士の

交流を通じて英気を養い、再び生業に復帰することを目的としていた。しかし、農林水産業

の近代化や従事者の減少に伴い、湯治の様相は大きく変化してきている。今までの湯治とは異

なり、現在では、伝統的な湯治が現代の多様なニーズを持つ層によって新たな形で活用されるよ

うになってきている。特に高齢者にとっては、1 週間以上の滞在を通じて心身の健康を回復

し、生活の質（QOL）に寄与する場として、再評価されつつあると考えられる。 

 

2) 研究の到達点と課題 

湯治場の機能が変化してきていることを背景に、現代における湯治機能や役割を明らか

にしようとする研究が小堀（2008）、永岡（2019，2021）、山川ら（2020）、堀（2023）によ

って行われている。土地の魅力と療養効果の両方を一定の時間と空間で享受できるウェル

ネスツーリズムを展開してきた豊富温泉を事例として、湯治場をウェルネスツーリズムの

展開場所として再生させる可能性に言及している（永岡 2021）。堀（2023）の研究は、国内

ではなくインバウンド観光振興の観点から、外国人観光客を湯治場で受け入れることの可

能性と課題について、別府市の鉄輪温泉を事例に分析している。 

 

3) 研究の目的 

本研究は、現代の高齢者が湯治を行う目的やその背景にある意図・理由について、利用者 

への質的調査を通じて明らかにすることを目的とする。本研究における「湯治としての利用」

は、1 週間以上の滞在を伴うものと定義する。 

本研究の学術的な意義は次の 2 点である。第 1 に、既存研究では、湯治場の機能変容や観

光、インバウンド対応などの湯治を含む地域全体を対象とした研究が主であったが、高齢者の

湯治利用に特化した研究はほとんど行われていない。この研究は利用者の視点から現代の

二－ズと課題に関する知見を提供できる。第 2 には、高齢者の健康維持や生活の質の向上に

資する湯治の利用可能性を明らかにすることで、観光学や健康科学などの学際的研究にも

貢献できる。 

実践的な意義としては、次の 2 点がある。第 1 に、高齢者向け観光・保養プログラムの開

発に貢献できる。たとえば、長期滞在型のプランや健康増進を目的とした体験型プログラムの

開発を設計できるようになる。第 2 には、地域活性化への貢献できる。高齢者の長期滞在は、

地域経済への貢献度が高いことから、湯治場を中心とした持続可能な地域振興のモデルとして

の可能性がある。 
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2. 研究方法 

 

1) 調査対象とした温泉地 

青森県の酸ヶ湯温泉と秋田県の玉川温泉を選定した。その理由は、いずれも長期滞在型の

温泉文化を色濃く残している点にある。また、泉質や地域生活が異なる両温泉を比較すること

で、現代の湯治に共通する価値観や、個別の実践の違いを明らかにできると考えたからである。 

 

2) 調査対象 

本研究の対象は 60 歳以上の高齢者であり、温泉地に 7 日以上滞在している者とした。一

般的には 65 歳以上を高齢者とするが、65 歳以上に限定した場合、分析に十分なサンプルサ

イズを確保することが困難なため、本研究では 60 歳以上とした。対象の抽出にあたっては、筆

者が直接温泉地に出向き、温泉地の管理者の承諾を得たうえで、看護師を介するか、あるい

は筆者が直接利用者に面接の依頼を行なった。 

 

3) 調査方法 

調査は半構造化面接法を用いて実施した。インタビューは対象者の同意を得たうえで、IC

レコーダー等を用いて録音した。面接は、湯治宿泊施設内のプライバシーが確保された個室に

て実施した。 

 

4) 分析方法 

分析したインタビュー内容は逐語録として文字起こしを行い、質的記述法に基づいて分

析を行った。分析は、質的記述的分析の経験が豊富な研究者の指導の下で行った。 

 

5) 倫理的配慮 

本研究は、桜美林大学および桜美林大学大学院の倫理審査委員会の承認（倫理審査番

号： 24062）を得ており、個人情報の保護および調査協力者の同意取得等、承認内容に基づ

いて適切に実施された。 

 

3. 結果 

 

1) 研究参加者の概要 

参加者は 14 名であった。酸ヶ湯温泉が 3 名、玉川温泉は 11 名であった。 

 



3  

2) 分析結果 

5 つのカテゴリーが抽出された。その 5 つとは、【現実世界からの離脱】【湯治の場で社会関係に

支えられる】【温泉の効果を実感する】【経済負担を気にしない】【西洋医学の限界の認知と不信】

であった。 

【西洋医学の限界の認知と不信】は、がんや難病の湯治客においてのみ特有のカテゴリーと

して抽出された。さらに、【湯治の場で社会関係に支えられる】については、がん・難病を抱

える湯治客では、〔苦しみを分かちあうことができる〕〔他の人の経験について情報交換ができ

る〕〔利用者を励ますことで貢献できる〕〔看護師やスタッフの対応がよい〕といったサブカテ

ゴリーから、それ以外の湯治客では、〔仲間との交流ができる〕〔スタッフの親しみのある接

客〕というサブカテゴリーから抽出された。【温泉の効果を実感する】については、がん・難病

を抱える湯治客に特有のサブカテゴリーとして、〔医学所見が改善〕および〔症状が改善〕

が抽出された。このようにサブカテゴリーの内容に、がん・難病とそれ以外の湯治客では、

違いが見られた。 

 

4. 考察 

 

本研究の結果から、第 1 に、「現実世界からの離脱」ががん・難病の湯治客とそれ以外の湯

治客の双方に共通して見られたことから、心理的回復の場として機能していることが示唆

される。第 2 に、重篤な疾患を抱える高齢者にとっての「社会的支え」として湯治場の意義

である。【湯治の場で社会関係に支えられる】の中でも、がん・難病の湯治客が〔苦しみの共

有〕や〔情報交換〕、〔他者への貢献〕に強い意味づけをしていた点は、湯治場が精神的ケアや

ピアサポートの場として機能していることを示している。第 3 に、がん・難病の湯治客にお

ける〔医学所見の改善〕や〔症状の改善〕は、温泉に対する身体的効能への期待が高いこと

を示している。第 4 に、湯治における「経済的負担」の再定義の必要性である。【経済的負担

を気にしない】という共通のカテゴリーからは、湯治が経済的には負担にならないのではなく、

「健康への投資」として認識されていることが読み取れる。特に高齢者にとっては、医療費や

介護費用の増加が現実的な課題である中で、湯治が予防的・補完的な健康行動として位置づ

けられている可能性があることから、保険適用の是非も含めた、公的な支援の在り方を検討

する余地がある。第 5 には西洋医学に対する不信と湯治への代替的な期待である。【西洋医

学の限界の認知と不信】というカテゴリーは、がん・難病の湯治客に特有であり、湯治が医療

の限界を補う最後の手段として選択されている実態を示している。 
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